
～「地域で暮らす」、「地域で育つ」を

地域で共に支え合う～



①自己紹介
②活動内容
③現状
④課題
⑤原因
⑥解決策
⑦展望



福井大学 国際地域学部 ４年
ボランティア

福井県越前市生まれ 日系ブラジル人3世
2021年11月頃からボランティアに参加

金沢 ユウジ



福井大学国際地域学部 3年

福井県越前市生まれ
大学で多文化共生の課題探求を行なっている
昨年11月からボランティアとして参加

ボランティア

宮本 彩希



福

福井大学教育学部3年

ボランティア

福井県越前市生まれ
昨年の6月からボランティアに参加

片岡 実和





Aさん

足羽高校 合格

将来は母が経営するケーキ屋で
働いて、仕事を手伝いたい！



Bさん

武生東高校 合格

オーストラリアの大学で学んで、
医師になりたい！



武生東高校 合格

Cさん

オーストラリアの大学で学んで、
獣医になりたい！



日本に残るか海外で暮らすか
分からないけど、

裁判官になりたい！

Dさん

足羽高校 合格



この夢を聞いて、どう思われましたか？



大きな夢を持っていることに対する驚き

彼らの強い思い

将来への希望

〈予想〉

親と同じような職場で働く

まだ具体的な夢は決まってない

話し合い前

話し合い後

彼らの夢を理解



理想

現実 理想と現実が大きく離れているのではないか

大きな夢を持っているのは

GOOD！



将来の夢：裁判官

Dさん

2020年 中学１年次 来日
（日常会話レベルの日本語）

2022年 足羽高校 特別推薦枠 合格



原因

日本での生活する時間が短い為

↓
親子で日本の教育制度を
十分に理解することが難しく
アドバイス、相談ができない

↓
現実と理想が乖離した夢を抱く

某派遣会社
某派遣会社 某派遣会社



理想

現実

私たちにできること

理想と現実を近づけるお手伝い！

現実



私たちボランティアにできること（短期的対応）

・情報を常に（毎週）提供する
（進路座談会の定期的開催）
・選択肢を増やす
（夢を叶えるための過程と手段を一緒に考える）
（似たような仕事ができる職業や仕事を教える）



オーストラリアの大学で学んで
獣医になりたい！

①なぜオーストラリアの大学に行きたいのか
夢に近づくための具体的な計画

②獣医という仕事の他に、動物に携われる仕事は
たくさんあるということ

③金銭面を一緒に調べてみる

④ここ福井で叶えられること



私たちボランティアにできること（長期的対応）

保護者に対して
・子どもの将来について助言ができるように支援する
・教育制度に関する情報を提供する機会を設ける
(幼少期から子どもの将来を見据える機会を設ける）

子どもたちに対して
・同じ境遇で育った先輩たちを紹介



今後の展開

・外国籍の子どもを持つ保護者向けの日本の教育制度の説明会
・親子向けのプレスクール




